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 昨 日とはうってかわって今 日は今にも降 り出しそうな空模様。朝から洗濯物のアイロン

かけに一生懸命だつた。旅館 を出て単調な道をバスは摩周湖オー展 望台へ と向 う。あれだ

け色んなお祈 りをしたにもかかわらず寒い風が ビュンビユン吹き霧 又霧で湖はおろかちよ

っ と先を歩いている友人も見えず驚いてしまった。山道 をくね くね 曲っ て降 り,又 どんよ

りした平野をっつばしりなんだか臭いなと思ったら硫黄山だった。 とにかく臭かった。バ

スが山に近ず くにっれて臭気は鼻をっき,山 に登 り出す と息 もたえだえ眼はしゆんしゆん。

今思い返すにあの臭 い中でよくぞ"ゆ で玉子 陣が食べ られた事だ。で も玉子 自身は外見よ

りも案外おいしかった。私の友人の指輪が ここで変色した。 これを見っけられた布浦先生

「これは硫黄 のため,硫 化銀 となったか らだよ。」 とひ と講義。

 バスは屈斜路湖畔の砂湯に到着。 「ここほれ ワンワン」 とばか りに堀ると砂 の中か ら湯

がわき出るのである。無心に砂にたわむれる彼女等の姿は智恵子抄の智恵子 を思わせた。

池の湯をまわって和琴半島へ。 ここで私達は,は じめて道産の熊 と対面 した。感激だった。

このあた りから 「君の名は」の色彩が濃 くなる。 この和琴 という地 名も菊田一夫氏によっ

てつ けられたそうだ。そ こから屈斜路湖を眼下に見おろして,最 大 の期待をよせていた美

幌峠へ。 ここも,あ いに くの濃霧の為,見 はらしは全然 きかない。 ノンスrツ プで一路網

走へ。

 「ワアツす ごい!!」 これは ・網走のユースホズテルで夕食の席 に?い た時 ・期せず して

もれた歓声である。旅立っ前か らうん と楽 しみにしていたケガニが 目前にそなえっけられ

たのだか らその喜びはかな り大 きいものであっ たことはたしかである。旅 をするとその土

地に よって異なる味覚の数 々を楽 しむ ことが出来るのは,誰 しも経験ずみの こと。 まして

めったに来る事の出来ない 日本の北 の果てに近 い網走で こんな素敵 なものが食べ られると

あっては,は しやがずにはいられ加 ・のである。 カニの方に気が魅かれてならないのだが ・

楽 しみは先にのばす方がよろしかろうとばか り,ま ず御飯の方 をか たずけることにして,

さておもむろにケガニに手をのばす。 しばらくはおハ シを使って上品に食べんとして失敗

した結果,こ れを最もうまく食べるには体裁ぶ らずに両手 を使って直接 口に運ぶ方が味が

あると悟った。そのころにはすでに獲物は半分くらぴ少 くなっていたのだが … ・… 。殻
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を口で割 ると柔い白い身がある。 これ を取 り出して酢醤油にちよっ とつけて口に達ぶ。 こ

の動作を夢 中になって繰返している姿を誰かが カメラにお さめている。 これは後 々までの

想い出として夫 々のアルバムの1ペ ー ジを飾る ことになる。網走湖に夕焼 けが美 しく映え

て湖水は一面に紫色に変つて卑えた。この風景 と夕暮れの空気を故郷 の両親に恋入に送っ

てあげたいなあ ・・… 心 の中でそ う思った人は数多かったであろう。その赤 くそまった西

の空は私達に"明 日も又 よい天気 をプレゼ ン トしてあげましよう"と 語 りか けているよう

で


